
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高蔵図書館インスタグラムはこちら⇒ 

  

第 10 号 ６月３０日（月） 

名 古 屋 経 済 大 学 

高蔵高等学校・中学校 発行 

 6月の新着図書が配架された書棚を見ていたところ、次の本をたまたま手 

に取りました。萩原健『ガザ、戦下の人道医療援助』（ホーム社、2025年） 

です。何気なく読み始めると、内容にすぐ引き込まれました。パレスチナの 

ガザ地区で、何が今、起きているのか。数ヶ月にわたる著者の濃密な体験が、 

無駄のない筆致でまとめられているため、現地の深刻さ－アラブ人難民（ム 

スリム）にとっての－が、鮮明に伝わってきます。「この世界のどこかで苦境 

に直面している人びとの現実を、そうではない世界に暮らしている人びとに、 

少しでも現実味を持って受けとめていただければと思い、本書を記した」。著 

者の目的は十分に果たされていると思います。 

 ところで、著者が何者かというか、NGO「国境なき医師団」で働く海外派遣 

スタッフで、肩書きは「緊急対応コーディネーター」。紛争地に派遣される 

「医師団」のあらゆる活動を統括する役割です。危険な戦場にて、「医師団」の活動に携わるスタッフの

安全を最優先で守るため、沈着冷静な行動、適切な情報分析・判断などが、「コーディネーター」に求め

られるようです。だからこそ、ガザ地区の最新情勢が的確に記され、その緊迫ぶりがはっきりと伝わる

文章になっているのではないかと思います。 

 本書で強調されていることの一つは、ガザ地区の問題は日本に住む私たちにとっても、決して他人事

ではない、ということでしょう。それが「人間の尊厳」に関わっているからです。著者の主張は、次の

文章に尽きます。「度重なる出来事は、自分以外の誰をも入ることを許さず、一人ひとりが、ひっそりと、

大切に、命さえ懸けて守ってきた自分だけの不可侵の領域、人間の尊厳をも侵害してきた。哀しみ、絶

望、怒り、恨み、さまざまな感情は、人の心をずたずたに傷つけてきた。ガザに限らず、世界のいたる

ところで対立が生じている時代に生きる僕たち一人ひとりが、改めて「尊厳」という言葉の意味を自分

に問い、確認することを切に願い筆をおく」。「人間の尊厳」－「人権」と言い換えてもよいでしょう－

が侵害される状況は、ガザ地区だけで起こっているわけではありません。私たち個人の身の回りでも、

そうした状況が起こり得ます。「人間の尊厳」をいかに守るか。私たちにとっても無視できない重要な課

題が、ガザ地区の現状を通して問題提起されています。 

 著者がたびたび述べていますが、ガザ地区の問題を理解するためには、その背景をなす西アジアの国

際問題－いわゆる「中東問題」－を学ぶ必要がある、とのことです。不勉強甚だしい私ですが、西アジ

アの国際問題について考えるための入門書を 3冊紹介しておきます。一つは、岡真理『ガザとは何か パ

レスチナを知るための緊急講義』（大和書房、2023年）です。2023年 10月から現在まで続いている、イ

スラエル軍によるガザ攻撃。この問題について、アラブ人難民の視点から解説していますが、その核心

は、「イスラエルはどのように建国され、どのような国なのか」を理解することだと、著者は主張します。

現地の歴史を学ぶ必要性が強調されています。続いては、臼杵陽『イスラエル』（岩波 

新書、2009年）です。「パレスチナ問題」に深く関わるイスラエルの歴史。同国が抱え 

る「暴力性」について、「シオニズムの論理、建国に至る力学、アラブ諸国との戦争、 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【毎日新聞】 

（6月 24日付） 

 

新しい移民の波、宗教勢力の伸長、和平の試みと破綻など」を通じて明らかにしています。最後は、酒

井啓子『＜中東＞の考え方』（講談社現代新書、2010 年）です。つい先日のことですが、大きなニュー

スが飛び込んできました。イスラエル（・アメリカ合衆国）とイランの軍事衝突と急転回の「停戦合意」

です。西アジアの国際関係は、なぜこうも不安定で、流動的なのか。酒井『＜中東＞の考え方』はその

原因について、さまざまな視点－石油の産出、パレスチナ問題、米ソ対立の影響、イランの独自性など

－から、西アジア諸国の近現代史をたどりつつ記述しています。 

 ７月の「企画展示」テーマは、「戦争・平和」です。とりわけ現代の国際紛争、民族対立などを中心に、

書籍を展示する予定です（合わせて、「ヨシタケシンスケの絵本パネル展示」も行います）。今年の夏、

戦後 80年目となる 8月 6日、9日、15日を迎えます。「戦争・平和」を考える大切な機会に、「企画展示」

の本を借りてみませんか？ 


